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はじめに
マンボウ Mola mola (Linnaeus, 1758) はフグ目マ

ンボウ科 Molidae マンボウ属 Mola に属し，世界

中の温帯・熱帯海域に広く分布する大型魚類であ

る（Sawai et al., 2017b）．日本近海におけるマン

ボウは北海道以南に分布し（例えば，Yoshita et 

al., 2008；澤井，2017），おそらく 1981 年 5 月 22

日に愛媛県越智郡宮窪町早川沖に設置された袋

待ち網で漁獲された全長 320 cm の個体は実際に

計測された中で本種の日本最大記録である（越智

郡宮窪町中央公民館，1981; Sawai and Nyegaard, 

2022）．

一方，日本近海におけるマンボウ属はマンボ

ウの他にウシマンボウ Mola alexandrini (Ranzani, 

1834) が確認されており，両種は混同されてきた

長い歴史をもつ（例えば，Yoshita et al., 2008；澤井，

2017）．それ故，マンボウとして報告されてきた

過去の多くの研究はマンボウとウシマンボウが

明確に区別されていないため，改めて両種を種レ

ベルで明確に区別した上での分布の再調査や生

態 的 知 見 の 再 蓄 積 が 求 め ら れ て い る（ 松 浦，

2017）．

筆者が知る限り，岡山県が属する播磨灘（石丸，

1721；白井，1934；石丸，1965；鴨川シーワール

ド，2010；西松，2017；増田，2018）や備讃瀬戸

（山田ほか，2007；鴨川シーワールド，2010）の

海域からのマンボウ属の記録はあるが，明確にマ

ンボウと同定された岡山県からの記録は石丸

（1721）のみである（澤井，2016）．

このたび，2024 年 6 月に岡山県の北木島沖で

マンボウ 1 個体が新たに漁獲された．筆者が調べ

た限りでは，これまで備讃瀬戸の岡山県側の海域

からマンボウと同定された明確な記録は見つか

らず，また先行研究での笠岡諸島や北木島からの

マンボウの記録も見つからなかったため，ここに

確かな記録として報告する．

材料と方法
　本研究で調査したマンボウ 1 個体（Fig. 1）は，

2024 年 6 月 5 日に笠岡諸島の北木島（岡山県笠

岡市北木島町）の沖合に設置された定置網（34

°21–24'N, 133°30–33'E）で漁獲され，2024 年 6 月

9 日まで道の駅笠岡ベイファームで展示された．

本個体は現地で計測され，全長約 80 cm，体重約

25 kg であった．本個体の種同定は，Sawai et al. 

(2017b) と澤井（2021）にしたがった．本個体の

漁獲場所周辺の海面水温は，日別海面水温（気象

庁，2024）からデータを読み取った． 

　本研究における瀬戸内海の湾・灘の区分は「瀬

戸内海環境保全臨時措置法第 13 条第 1 項の埋立

についての規定の運用に関する基本方針につい

て」に準じ，公益社団法人瀬戸内海環境保全協会

（2023）を参照した：本研究では備前市・瀬戸内市・

岡山市・玉野市沼の南端より東側（児島湾，蛭子

島や石島を含む）を岡山県側の播磨灘，玉野市沼

の南端より西側・倉敷市・浅口市・笠岡市を岡山

写真に基づく北木島（笠岡諸島，岡山県）から得られた
マンボウの確かな記録
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県側の備讃瀬戸と定義した．また，本研究では古

文献で使われた尺貫法からメートル法への変換

は，1 尺＝ 30.3 cm，1 寸＝ 3.0 cm とした．

結果と考察
種同定と水温　本研究で調査したマンボウ属 1

個体は，ウシマンボウの一部の分類形質（頭部と

下顎下部の隆起）が発現していない全長 1 m 以下

であるが（例えば，Sawai et al., 2017a, b；澤井，

2024），他の分類形質である胸鰭より後方にある

体表の盛り上がったシワ（Fig. 1A 赤い囲み），舵

鰭縁辺部に形成される骨板数 8 個（Fig. 1B 矢印），

まだ発達途上で明瞭ではないが舵鰭縁辺部全体に

みられるわずかな波型（Fig. 1B）からマンボウと

同定された．また，鱗の先端がギザギザしている

かどうかまでは確認できなかったが，写真を拡大

して観察された鱗の形状は真上から見て点状で

あったことも本個体がマンボウと同定されること

を補足する．胸鰭より後方にある体表の盛り上

がったシワは，全長 90 cm 台以上のマンボウで有

効な分類形質である可能性が示唆されていたが

（澤井，2021；澤井・大池，2024），全長 80 cm 台

のマンボウでも有効であることが本研究で示され

た．

本研究で調査したマンボウ（Fig. 1）の漁獲場

所周辺の海面水温は約 19 °C であり（気象庁，

2024），これまでに知られている日本近海でのマ

ンボウの出現海面水温の範囲に入った（例えば，

澤 井 ほ か，2011； 澤 井，2021； 澤 井・ 大 池，

2024）．しかしながら，瀬戸内海におけるマンボ

ウの出現水温のデータは非常に乏しいため，今後

も情報を収集していく必要がある．

記録の再検討　岡山県の海は播磨灘と備讃瀬

戸に属しているが，これら 2 つの海域にはそれぞ

れ他県も含まれているため（公益社団法人瀬戸内

海環境保全協会，2023），これらの海域における

記録があったとしても，それは岡山県の記録とし

て扱うことはできない．まず，播磨灘におけるマ

ンボウ属の記録は以下の 6 文献が見つかった：石

丸（1721），白井（1934），石丸（1965），鴨川シー

ワ ー ル ド（2010）， 西 松（2017）， 増 田（2018）．

これらのうち，鴨川シーワールド（2010）は個体

の記録ではなく，種や府県も特定できなかった．

西松（2017）と増田（2018）には同一個体と思わ

れる写真が掲載されておりマンボウと同定される

ものの，西松（2017）は府県が特定できず，増田

（2018）は兵庫県姫路市が主な調査対象海域で岡

山県の海域との区別はされていなかった．一方，

石丸（1721）は元禄 10 年（1697 年）4 月 9 日に

兒嶋郡胸上村（現在の岡山県玉野市胸上の周辺）

で漁獲された長さ 5 尺（151.5 cm）の個体を報告し，

この個体は澤井（2016）によって種レベルでマン

ボウと同定された．また石丸（1721）は，後の時

代にもう 1 個体マンボウ属の漁獲記録［享保 8 年

（1723 年）5 月 21 日に児島郡北浦村（現在の岡山

県岡山市南区北浦の周辺）で漁獲された個体］が

追記され，複数の写本（例えば，石丸，1965）が

作られたが（どの時代の写本からこの個体の漁獲

記録が追加されたのかは不明），この個体は絵が

Fig. 1. An individual of Mola mola (ca. 80 cm total length, ca. 
25 kg body weight) captured by a set net off Kitagishima 
Island (Kitagishima-cho, Kasaoka-shi, Okayama Prefecture; 
34°21–24'N, 133°30–33'E) in the Kasaoka Islands, Japan, on 
5 June 2024. A: main body. B: posterior part of body (clavus). 
C: anterior part of body. Red enclosure: diagnostic character 
for the species (raised skin wrinkles on the body) provided by 
Sawai (2021). Red arrows: ossicles. Photographed by Kasaoka 
Bay Farm.
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無いため種レベルの同定ができなかった．白井

（1934）は安政 3 年（1856 年）4 月 19 日に備前兒

島郡阿津村（現在の岡山県岡山市南区阿津の周辺）

沖で漁獲された長さ 6 尺 5 寸（196.8 cm）の個体

を報告したが，絵が無いため種レベルの同定はで

きなかった．

次に，備讃瀬戸におけるマンボウ属の記録は，

山田ほか（2007）と鴨川シーワールド（2010）が

見つかったが，両文献とも個体の記録ではなく，

種や府県は特定できなかった．また，マンボウ属

の全国的な分布が記されている文献でも岡山県か

らの記録はなく（相良・小澤，2002；太平洋資源

開発研究所，2005；Yoshita et al., 2008；波戸岡・

萩 原，2013； 池 田・ 中 坊，2015； 澤 井，2017），

生物の古記録を調査した先行研究（磯野，2005）

でも上述した古文献以外に岡山県からのマンボウ

属の情報は見つからなかった．本研究で見逃して

いる文献が存在する可能性も十分にあるが，現状

では明確に岡山県からのマンボウの記録と言える

ものは石丸（1721）のみであり，石丸（1721）の

個体は播磨灘に属する海域であるため，本研究で

調査した個体（Fig. 1）は写真に基づく備讃瀬戸

からのマンボウの確かな記録となり，またおそら

く笠岡諸島および北木島からの学術的なマンボウ

の初記録になると考えられた．岡山県の海域は瀬

戸内海のほぼ中央部に位置し，おそらくマンボウ

は外洋から豊後水道や紀伊水道（おそらく響灘か

らも）を経由してこの海域に迷入し，一時的に滞

在した後，各灘・水道から外洋へと抜けていくも

のと推察される．本個体の漁獲情報の提供者によ

るとマンボウ属は北木島近海で稀に漁獲されると

の話であり，岡山県における本属の記録の少なさ

からもこの海域にマンボウが来遊することは稀と

考えられるが，実際の出現状況を知るためにはさ

らなる調査が求められる．
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